「ヨナさんのお話し」その４　　ヨナ書４章　2010年8月22日
8月に入ってから毎週ヨナさんのお話しをしていますよね。今日はその4回目、最終回です！ 今日も最初に少しだけ、今までのお話しをふりかえってみましょう。
1． ある日神様はヨナさんにむかって「ニネベに行きなさい」とおっしゃいました。ヨナさんは、北イス

ラエルの預言者で、神様の言葉を語る役目をしていました。
２．ところがヨナさんは神様に聞き従わなかったため、海に放り出され、魚の中に三日三晩いることになってしまいました。でもヨナさんは、そこで深い祈りの時を持ち、神様に悔い改めて、救いを感謝しました。
３．そして魚から出たヨナさんは、今度は神様の言葉を語るためにニネベに向かい、そこで力いっぱいに神様のメッセージを人々に語り聞かせました。

４．こうしてニネベの町の人々は、すべて救われることになったのでした。しかし、その人々をじ～っと見つめる黒い影が・・・。
５．さて、この人はいったい誰でしょう？

６．その黒いあやしげな影は、ヨナさんでした！ 

「神様、だから私はニネベに来るのがいやだったんです。こんな町は滅びればいいのにっ！ もうこんなこと

なら、わたしは死んだほうがマシですっ！」

７．「ふんっ、神様はどうしてニネベなど救われたのだっ！ 納得がいかないよ。ニネベなど滅びてしまえばいいんだ。わたしはここからニネベの町を見張っているぞ。この先いったいどうなるか、見届けてやるっ！
８．そこはとても暑いところでしたが、神様はヨナさんのために、大きな植物をそなえてくださいました。それは大きな木陰となって、ヨナさんを暑さから守ってくれたのです。ヨナさんは大満足！
９．ところがところが、ヨナさんが気付かないうちに、虫が葉っぱや茎をムシャムシャ食べていたのです！

　これもまた、神様のご計画のうちでした。

10．「何だ何だ、せっかく生えて大きくなっていたのに、もう枯れてしまったじゃないかっ！ 暑いわ暑いわ、こんなことじゃ、もう死にたいよ。そうさ、もう死んだほうがマシさっ！！」

11．その時です、神様の声がしました！

神様「ヨナよ、お前が怒るのはおかしいじゃないか」

ヨナ「そんなこと言ったって神様、せかっく生えていたのに変な虫がやってきて、それで枯れちゃって･･･。

　　こんなことなら、わたしはもう死にたいくらいです」

神様「その木は、お前が植えて、そして育てたのかい？ そうじゃないだろう？ それでもお前は、その木

　　のことを大切に思うんだね。

　　　だったら、私がニネベの町の人たちをことを愛し、滅びないように救い出したその気持ちが分からないかい？」

12．この時の神様のおことばです。

「どうしてわたしが、この大いなる都ニネベを惜しまずにいられるだろうか。」ヨナ書4:11
13．自分勝手なヨナさんのことも、罪深いニネベの人たちのことも、神様は同じように愛してくださり、

救ってくださいました。

　ヨナさんは神様の愛を知って、もっともっと神様のお役に立つお仕事をしたことでしょう。

　あなたのことも、神様は愛してくださっています。あなたも神様を愛し、これからも歩んでいきましょう。

　おしまい。
